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４ 「めざす姿」の実現に向けた主な取組の方向 
(1) さらなる生産性の向上 

○ 担い手への農地の集積・集約化や、大雨などに 
対する被害の防止、スマート農業機械の効率的な 
利用につながる農業生産基盤整備を進め、生産性 
の向上を図ります。 

  ○ 高温などの影響に適応する生産技術の導入や、 
化学肥料や農薬の使用を低減するクリーン農業・ 
有機農業の取組など農業生産活動における環境負 
荷低減を推進します。 

  ○ 関係機関や団体と連携しながら、家畜伝染病の 
侵入・まん延防止や鳥獣による農業被害の低減に 
向けた取組を推進します。 

 

(2) 担い手の確保と多様な人材の受入れ 
○ 地域での研修・受入れ体制の充実を図り、管内 

全体での情報共有やノウハウの活用を通じて、地 
域への定住と農業への就業を促進します。 

○ 生産現場の労働環境の改善を図り、外国人材な 
ど多様な人材の受入れと働きやすい環境づくりを 
進めます。 

○ AI 活用など省力化栽培技術の情報の共有や、経 
営実態に即した導入を進めることで、生産基盤の 
強化を図ります。 

  ○ 誰もが安心して暮らせる農村となるよう、多面的機能を支える共同活動への支援
など、集落機能の維持向上につながる取組を推進します。 

 

(3) 消費者と生産者が支え合う農業・農村づくり 
○ 観光と連携した地域食材の活用促進や、地域を代表する和牛やハスカップ、メロ

ンに加え、近年生産が伸びている醸造用ぶどうを用いたワインなどのブランド力の
発揮により、「いぶり農業」の魅力を発信します。 

○ 食の大切さ、農業・農村のすばらしさなど食や農業に関する消費者の理解を深め
ます。  

 
 
 
 
 
 
 
 

作業効率の向上に向けたほ場の大区画化 

 取組事例 
「いぶり農業」の魅力発信と消費者理解の促進  
 あびら観光協会と連携し、「チーズ SHOW in D51 
ステーション」において、酪農家や野菜の生産者と 
参加者が会話しながらいぶり産の食材を用いたピザ 
作りを体験。引き続き、食や農業に関する消費者の 
理解を深めていきます。 

労働力の有効活用に向け、ドローンを
テーマに実施した研修会 
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１ 地域農業の特色 

 ○ 日高地域は、国内生産頭数の約８割を占める全国一の軽種馬
生産をはじめ、施設園芸や稲作、酪農、肉用牛生産など多様な
農業が展開されています。 

 ○ 施設園芸は、野菜・花き類ともに全国でも有数の生産を誇り、
品質やブランド力に優れた特色のある産地が形成されています。 

○ 肉用牛は、素牛生産をはじめ、「みついし牛」や「びらとり和牛」
などの地域を代表するブランド牛の生産が行われており、農業生
産の重要な役割を担っています。 

２ 現状と課題 

 ○ 高齢化の進行や後継者不足に伴い、農業経営体が減
少しており、地域の農業生産を維持していくためには、
新規就農者の確保・定着が必要です。また、１経営体当
たりの耕地面積が増えており、労働力確保や省力化対策
が求められています。 

 ○ 飼料や肥料、園芸資材などの価格高騰により農業経営
に影響が出ています。また、新規就農時の初期投資が増
大し、負担が大きくなっています。加えて、気候変動への対策を進めていくことが重
要となっています。 

 ○ 一部地域でヨーネ病の発生が継続しており、畜産経営に深刻な影響を与えています。
また、エゾシカなどの鳥獣による農業被害も深刻であり、被害を防止する対策が必要
です。 

３ 地域農業・農村の「めざす姿」 
 

○ 施設園芸や水稲、畜産など、地域ごとに魅力あふれる多様な農業が展開され、農業
生産が維持されています。各地の多彩な生産物は優れた品質と確かなブランド力で市
場や消費者から高い評価を得ています。 

○ 地域の実情に応じた新規就農者の確保と定着が図られています。加えて、多様な人
材が生き生きと活躍できる環境や体制が整備されています。 

○ スマート農業技術の導入・普及が展開され、労働負担の軽減や生産性の向上が実現
しています。また、地域ごとの実情に応じ、環境に配慮した取組が進められ、持続可
能な農業につながっています。 

未来へ駆ける！魅力あふれる“ＨＩＤＡＫＡ農業” 

出典：農林水産省「農林業センサス」 

日高地域 
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４ 「めざす姿」の実現に向けた主な取組の方向 
(1) 多様性に富んだ日高の農業を支える取組 
○ 施設園芸や稲作、酪農、肉用牛など多様性に富んだ農業の生産体制を維持・確保す

るため、担い手への農地の集積・集約化や、地域ごとの農業生産に対応した機械導入、
施設整備のほか、地域要望に応じた計画的な基盤整備を推進します。 

○ 「国際的に通用する強い馬づくりと日高の軽種馬生産のめざす姿（軽種馬生産構造
改革推進会議）」に基づき、優良な繁殖牝馬の導入をはじめ、計画的な草地整備や雑草
の防除による良質な飼料生産などに取り組み、強い馬づくりを推進します。 

◆馬文化出前教室 

 “馬”は地域の基幹産業であるとともに、馬と歩んできた歴史や文化は、 

全国に誇れる日高の地域資源です。この馬文化を、より地域に根ざした 

ものとして定着させることを目的とし、小学校を対象に「馬文化出前教 

室」を実施しています。 

 ○ 園芸施設の環境制御システムや自動換気・かん水
設備、稲作・畑作におけるドローン防除などスマート農業の導入を
促進し、省力的で生産性の高い農業の実現を目指します。 
 また、暑熱対策、ほ場の透排水性改善や、畑地利用への移行に
伴う地域要望に応じた栽培技術などの導入を推進します。 

 ○ 家畜伝染病の発生・まん延防止のため、防疫演習などで地域内の
連携を深め、防疫体制の維持に努めます。 
 ヨーネ病については地域が一体となった感染牛の摘発・とう汰を
進め、発生施設の清掃・消毒などの対策を推進します。 

 ○ 鳥獣による農業被害低減のため、地域が実施する鳥獣捕獲活動
や柵の整備などの被害防止対策を推進します。 

(2) 経験と新しい力が紡ぐ日高の農業 
○ 新規就農者の確保に向け、研修先・就農先に係る情報発信を行

います。 
また、新規就農者向けの交流会や研修会などを開催し、地域へ

の定着や技術力向上を図るとともに、受入農家に対する研修を
実施し、指導力の向上や受入体制の強化を図ります。 

(3) 環境とともに育む持続可能な日高の農業 
 ○ 化学肥料や農薬の使用を必要最小限にとどめる取組や、地域で生産したたい肥を活

用した良質な土づくりなどを推進し、YES!clean農産物や特別栽培農産物など、地域の
実情に沿った環境にやさしい農業生産を推進し、生産者と消費者の相互理解を醸成す
る取組に努めます。 
 また、みどり認定について関係機関と連携しながら推進します。 

◆環境にやさしい日高の農産物  

管内各町において、トマト、ピーマン、ミニトマト、お米などで、

化学農薬の低減や、たい肥の活用などによる環境に優しい農業が行

われています。 

【受入農家向けの指導力向上研修】

【ハウス内の透排水性改善研修会】 

【家畜伝染病防疫演習】
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１ 地域農業の特色 

○ 渡島・檜山地域は、温暖な気候を活かし、渡島地域
では、稲作、畑作、園芸（野菜、果樹、花き）、酪農、
畜産など、ほとんど全ての農産物を網羅し、檜山地域
では、稲作、畑作、園芸（野菜）、酪農、畜産など、
地域ごとに特色ある農業が営まれています。 

  ○ 経営規模は全道平均を下回るものの、バラエティに富んだ農産物を生産しており、
トマトやながねぎ、にら、さやえんどう、カーネーションなどは全道有数の産地で、
道南生まれの「ふっくりんこ」や「函館育ち」などの広域ブランド、地理的表示（GI）
を取得した「今金男しゃく」や「しりうちにら北の華」、地域団体商標を取得した「あ
っさぶメークイン」などの地域ブランドを有しています。 

   ○ 新幹線や空港、歴史・文化の観光地など、様々な地域資源にも恵まれており、ワイ
ナリーや酒蔵、植物工場など、他業種や国外からの企業の参入が実現しています。 
 

２ 現状と課題 

○ 他地域を上回るペースで進む農業者の減少や高齢化に加え、地域の人口減少などを
背景に労働力不足が顕著となっており、また、生産資材の価格高騰などによる収益性
の低下により、地域の生産力やブランド力の維持に支障を来すおそれがあります。 

○ 近年、栽培期間中の猛暑により高温障害が生じ、作物の生育や品質が不安定となっ 
ており、早急に技術対策を講じる必要があります。 

○ 様々な農産物が生産されている中、小規模な経営の安定化を図るためには、生産性
の向上に加え、付加価値の向上を図る必要があります。 
 

３ 地域農業・農村の「めざす姿」 
 
 
 

○ 農業生産基盤の整備による生産性向上と担い手への農地集積による規模拡大が進み、
広域的な集出荷体制のもと、野菜や花きなどの高収益作物の生産が拡大しています。 

○ 高温耐性のある新品種を導入するとともに、高温条件に適応した栽培管理技術の確 
立と導入を図り、安定生産に努めています。 

○ スマート農業技術を活用した効率的な農業経営が展開されているとともに、多様な
人材や、TMRセンターなどの営農支援組織が安定した農業生産を支えています。 

○ 実習者滞在施設などの円滑な就農に向けた受入体制が築かれています。 

○ 地域で生産された醸造用ぶどうや酒米を活用したワイナリー・酒蔵をはじめ、食や
観光、企業や教育・試験研究機関などと連携した取組が進められ、地域が活性化して
います。 

○ 認証制度の取得や環境と調和した取組などによりブランド力を一層高め、消費者と
更なる信頼関係を築いています。 

渡島・檜山地域 
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４ 「めざす姿」の実現に向けた主な取組の方向 

(1) 農業生産基盤の強化と生産体制の整備【基盤づくり】 

○ 渡島・檜山地域の多様な営農形態に対応し、担い手の減少や気候変動に適応した
持続可能で強靱な農業生産基盤の整備・保全を一体的に推進します。 

○ 収益性の高いながねぎ、トマト、にらなどの農産物の生産拡大や生産性の向上、
先端的な技術の導入、環境負荷低減の取組を推進します。 

○ 国内の販路拡大や輸出など、農業協同組合の施設を核とした生産・流通体系の構
築に向けた取組を推進します。 

 

 

 

(2) 経営の安定化と多様な担い手の育成・確保【人づくり】  

○ 次世代への円滑な経営継承や家族経営などの経営体質強化の取組を推進します。 

○ 施設園芸における環境制御や自動かん水、農業用機械の自動走行などのスマート
農業技術やその他省力化技術を確立し、効率的な農業生産を推進します。 

○ 生産資材の価格高騰に対応した土壌分析に基づく適正施肥など、各種コスト低減
策を推進します。 

○ 営農支援組織の体質強化に向けた取組を進めるとともに、障がい者や外国人材な
どを含めた多様な人材が活躍できる環境づくりと地域の理解醸成に努めます。 

 

 

 
 (3) 魅力ある地域ブランドの確立と消費者との相互理解【魅力づくり】 

○ 食品関連産業や水産業、観光などの他分野との連携強化を進め、新規需要の開拓
や消費者ニーズを踏まえた高収益作物の導入、高付加価値化、６次産業化などの取
組を推進します。 

○ 地域ニーズに即した新規作物や高温耐性に優れた新品種の導入など、産地ブラン
ド化に向けた取組を推進します。 

○ 地産地消や食育、クリーン農業、有機農業、農村ツーリズムなどの取組により地
域の農産物の魅力を発信し、消費者の地域農業・農村の理解醸成に努めます。 

 
 

 

 

＜農福連携の推進＞ 
 施設外就労への適応作業の拡大に向けて、福祉事業所職員の「作業 
勉強会」を開催するとともに、施設利用者による「農作業体験会」を
実施しています。       ～写真：アスパラの下枝除去体験～ 

＜消費者交流の推進＞ 
 道内シェアの上位を占める農産物の魅力発信や、小学生の親子を対
象とした生産者ほ場での体験会、教育旅行の受入れなどを通じ、地域
農業・農村への理解醸成を図っています。  

～写真：フラワーウォールの展示～ 

＜農業生産基盤の整備・保全の推進＞ 
 農地の集積・集約化やほ場の大区画化、水田 
の汎用化を支える排水対策や畑地の高機能化を 
進めています。  ～写真：ほ場の大区画化～ 

（整備後） 

（整備前） 
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１ 地域農業の特色 

 ○ 上川地域は北海道のほぼ中央に位置し、大雪山系
や夕張山系などの山々に囲まれています。名寄・上
川・富良野の各盆地が広がり、これらを流れる天塩
川、石狩川及び空知川により、広大で肥沃な農地が形
成されています。 

○ 南北に約224kmと細⾧い地域構造を有し、地域によって気象条件が異なることから、
北部では土地利用型作物を中心に寒暖差を活かした野菜生産が進み、中部では道内有
数の良食味米の産地として水稲を基幹とした複合的な農業経営が展開され、南部では
畑作物のほか、たまねぎやメロンなど多彩な園芸作物の生産が行われています。また、
酪農をはじめとする多様な畜産が地域全域で営まれるとともに、米や野菜など幅広い
品目で有機農産物、特別栽培農産物、YES!clean農産物の生産が進められ、環境と調和
のとれた農業が展開されています。 

２ 現状と課題 
 ○ 農業従事者の減少や高齢化が進む中、担い手の育

成・確保に向けた取組が行われているものの、十分
な確保には至っておらず、立地条件や人口動態、産
業構造の違いなどから地域によっては安定的な雇用
の確保が困難な状況にあります。 

〇 １経営体当たり経営面積の拡大が進む中、農地を
維持していくためには、スマート農業技術などを活
用した省力化が不可欠であり、その効果を最大限発
揮するため、農業生産基盤の整備や農地の集積・集
約化を進める必要があります。 

○ 人口減少が進む中、将来的な農地の維持や地域コミュニティ機能の低下が懸念され
ており、都市住民などの農業・農村への理解や、地域住民と移住者などとの交流を促
進していく必要があります。 

３ 地域農業・農村の「めざす姿」 

 

○ 多様な担い手と人材が地域農業を安定的に支え、農業が魅力ある産業として、地
域の他産業と連携しながら持続的に発展しています。 

○ 多様な農産物を生産する特色ある産地が形成され、高い生産性と収益性を実現す
る活力ある地域となっています。 

○ 地域ぐるみで多くの来訪者との交流が進み、地域住民が次世代につなぐべき宝と
して、上川地域の農業・農村を誇りに思っています。 

上川地域 

 将来の担い手に選ばれる 輝く上川の農業・農村 
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資料：農林水産省「農林業センサス」

基幹的農業従事者数


